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越冬を終えて
召 田 成 美
第36次南極地域観測越冬隊は,昭 和基地,ド ームふ じ
観測拠点および 「しらせ」船上において予定の全オペレー
ションを終了し,去る3月27日全員無事帰国 した.各 方
面から寄せられた今日までの1年余におよぶ御指導 ・御支
援に,この紙面を借りて厚 くお礼申し上げる.
第36次越冬隊の最大の成果は何といっても 「ドー ムふ
じ観測拠点における初越冬の成功」に尽 きると思う.ここ
での生活は当初予想されていた以上の困難さを伴った.白
一色の何 もない世界,-70°Cを下まわる低温 の日々,
600hPa以下の希薄な空気,4か 月間にわたる太陽の出な
い極夜等々厳 しい自然条件のもとで,睡 眠不足 と食欲不
振,蓄 積する疲労に悩 まされ,身体の不調を訴えるものは
年間を通して絶えることがなかった.ま た,ほぼ全員に体
重の減少傾向がみられ,減少量の甚だ しい者は越冬終了時
には20kg近くに達 したという.さ らに,髪が細 くなって
抜け毛が激 しくなり,爪が伸びにくくなった り皮膚に潤い
がなくなるなど代謝機能の衰退 と思われる症状も全員に現
れた.ドームでの越冬は,世界の南極観測史上で例の少な
い,過酷な,人間の越冬の限界に近い状況であったといえ
る.そんな1年間を9人だけで無事故で耐え抜き,日本隊
としては初の,しかも世界でも類をみない良質の,1万 年
を超える氷期のコア採取に成功 した隊員たちの努力と功績
をまず讃えたい.
対照的に昭和基地での越冬生活はますます快適になり,
もはや 日常生活は国内と何ら変わ りがないものとなった.
越冬生活も大きく様変わりして,かつての越冬に感じられ
たようなロマンの世界はもうそこにはな くなってしまった
ような気さえする.も ちろん昭和の越冬が楽だったという
わけではない.管理棟での生活が始まって3年 目,生活が
飛躍的に快適になった代わりに,施設の維持 ・管理が隊員
の大きな負担になってきた.特に設営部門の機械担当隊員
には例年以上に負担がかかったと思 う.観測部門も年毎に
観測項 目が増え,内容が充実してきている.コ ンピュータ
などの導入により労力的に多少楽になったものの,神経を
使う仕事が多 くなった.相 変わらず昔ながらの足でこつこ
つ地道に歩いて行わなければならない観測 ・調査 もある.
詰まるところ,忙 しいことは観測,設営を問わずどの分野
でも同じであったといえる.
そんな忙 しさも,お互いに気持ちよく手を貸し合うこと
によってスムーズに乗 り切ることができた.越冬の始めに
「36次隊の中では,他 の部門を手伝 うという考えは捨 てよ
う.隊の抱える全てのオペ レーションは,自分のオペ レー
ション,自分の仕事 と考えて,み んなでこなしていこう」
と呼びかけたのが少 しは功 を奏 したのかもしれない.
何人かの印象をまとめて36次隊を一言で表すと,「無邪
気で底抜けに明るい隊」だったそうである.それもこれも
若手の新人と年配の経験者がうまくかみ合った結果といえ
る.経験者が驕ることなく,また若手も甘えることや変に
遠慮することもな く,それぞれが持ち味を生かして助け合
うことが無意識のうちに行われた.南極にはベテランはい
ないと言うのが私の持論である.大自然が相手では1度や
2度の越冬経験はそう役立つものではない.そ の意味では
経験者といえども初めての人とあまり違いはないわけだ
が,36次隊ではその少ない経験が実にうまく生かされて
いたように見受けられた,あ るいは経験者故により慎重 に
なり,うまくいったという見方もできるかもしれない.そ
して若手も,スポーツ大会,誕 生会など斬新なアイデアで
積極的にリー ドし,単調になりがちな越冬生活に笑いを呼
んで潤いを与えた,ほ ぼ全員が女装に巻き込まれることな
ど,過去の越冬では考えられなかったことが極めて自然に
行われたところに,それが現れているような気がする.普
段はマイペースでバラバラに仕事や生活をしていても,何
かある時は一つにまとまるチームワークのよさがあった.
これは隊員一人一人が,36次隊が自分の隊であることをよ
く自覚 して,越冬生活を大切にし,積極的に楽しむ心を忘れ
なかった結果と言えよう.また生活が快適になり,普段の気
持ちに余裕が生 まれたところにもその一因があったのかも
しれない.いうならば 「管理棟効果」とでも表現 しようか.
しか し,施設が充実 してきたとはいえ,やは り南極は南
極である.一歩屋外に出れば昔ながらの厳 しい自然が牙 を
むいて待ちかまえている.ド ームでさえ,住居設備はそこ
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が過酷な環境で孤立した基地であることを忘れてしまうほ
ど文化的で,多 くの者は国内と同 じ感覚で生活しがちであ
り,危険性や物資の消費に対する認識が欠如 してしまう側
面があったという.昭和でも基地が快適になった分だけ内
と外との環境の差は大 きくなり,ふとした心の緩みが大き
な事故にっながる可能性がある.これからの基地設計に際
し,生活環境と自然環境 とのギャップが隊員に及ぼしてい
く影響 も重要な問題 となってい くであろう.
最後に,最近夏期間の建設作業が一昔前に比べ非常に増
え,内容も複雑かつ高度になってきている.南極観測にお
いてこれらの作業に携わる者はあ くまでも素人である.そ
れを考えれば,作業量を必要最小限に留めることはもちろ
んだが,材料が輸送しやすいこと,建物が建てやすいこと
が最優先されなければならないはずである.デザインなど
は二の次でいいし,使い勝手 もあえて国内並を望む必要は
ないのではないだろうか.後 二者に力を入れすぎて,前二
者に対する配慮が,最近おろそかになっているような気が
する,一言苦言を呈 し,関係者の原点にたち帰っての再考
を願 う次第である.
とまれ36次隊の全てのオペ レーションは終了した.素
晴 らしい仲間に恵まれ,楽 しい越冬生活を送ることが出来
て本当に幸せであった.無事今日の日を迎える事が出来た
ことを,改めて隊員一人一人に感謝するとともに,支 えて
くれた留守家族,そ して職場の皆様に重ねてお礼申し上
げ,越冬終了の報告としたい.
(筆者:第36次南極地域観測隊越冬隊長,
気象庁東京管区気象台技術課長)
第37次観測隊夏期行動
神 田 啓 史
第37次隊の主な夏期行動は往復の船上観測,昭和基地,
ドームふじ観測拠点への輸送,昭 和基地の建設作業,そ し
て沿岸調査 などであ った.昨 年の11月14
日に晴海 を出航 した37次 隊の往路 の航海
は荒天の 日が多 く,氷 縁 に着 くまで は青空
が広がるのが珍 しい ぐらい天気 は良 くなか
った.赤 道祭 は雨で延期 とな り,フ リーマ
ン トルを出れば定点観測は2度 続 けて中止
となるほ ど海は荒れ狂 った.そ の中 にあっ
て唯一の朗報 は観測隊が南 イン ド洋海域 で
3,400m規模 の海 山 を確 認 したニュースだ
った.ゴ ン ドワナ大陸 との関わ りの上で論
議 を呼 びそ うである.
12月10日に氷 山が初視認 され,14日に
氷縁 に到着 した.晴 海 を出航 してか らちょ
うど1か 月 目の早いペースであった.し か
も15日か ら1週 間,快 晴 の連続 であった
とい うか ら南 極 はわ か らない.16日,予
定 よ り4日 も早 く第1便 が 昭和 基地 に飛
んだ.
ドームふ じ観測拠点 での越冬 は36次隊が初め てであ っ
た.平 均気温が一58°Cとい う極寒での越冬の立ち上げ と
掘削作業 は想像 を絶 す るほ どの苦労があ った と聞いて い
る.こ の越冬隊の成功 はまずS16への空輸 にかか って い
る.第1便 の翌 日か ら繰 り出された37次隊のS16空輸 は
天気 もよ く,目 的の73ト ンが輸送 された.藤 井隊長 を リ
ーダーとす る37次隊の同拠 点への旅行隊はすべての櫨 積
み,雪 上車整備 を終 えて12月25日にS16を発 ち,1月12
日に観測拠 点に到着 した.約20日 間の長旅であ った.
一方,定 着氷 に入ってか らしらせはプ レッシャー リッジ
となった前次隊の航跡 をほぼ平行に昭和基地接岸 を 目指 し
て進んでい った.今 年の海氷 は予想以上 に厚 く,基 地 に近
づ くにつれてチ ャージ ングの回数 も一 日300回に迫 るほ ど
増 していった.必 死 の努力で12月24日,午 前9時10分,
接岸 となった.す ぐに氷上輸送が開始 され,雪 上車,大 型
機,ト ラ ッククレーン,観 測用大型物資,軽 油等 のパ イプ
輸送が始 まった,航 空機の組 立 もこの 日か ら開始 された.
5日間で物資215トン,パ イプ輸送416トンを運 んだ.年
が明 けて1月2日 か らは本格 輸送が始 まった.一 日で47
便 とい うハ ー ドな燃料 ドラムの輸 送 もあったが,9日 には
作業は終了 し,運 んだ空輸物 資の総量 は364.8トンであっ
た.S16,氷上輸送,本 格空輸をすべて総計する と1,069.5
トンになった.
昭和 基地の夏期オペ レーシ ョンの中で,倉 庫棟建設が最
も作業量の 多い ものであった.33次 隊で管理棟が新設 さ
れて以来,通 路棟,倉 庫棟,居 住棟,汚 水処理棟 を整備す
ることになっている.と くに基地の新 しい時代 に向けて生
活 を支 える要 になる倉庫棟建築を37次隊 は受 け持 ったこ
とにな った.他 に非常発電棟,地 震計室,　HF観 測小屋の
建設,旧 発電棟 の解体作業があった.
天候が幸い して,倉 庫棟 も1月10日 に上棟式 を挙行 し
てか らは急 ピッチで作業 が進 んでいった.26日 には土間
の コンクリー ト打 ちも完了 し,早 くも棟 内で36次隊 の送
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別 会を開 くことがで きた.2月10Elま で にはほほ予定の
基地作業 も終 了した.コ ンクリー トプラン トの報告による
と,使 った セ メ ン トが1688缶,ミ キ サ ーで422回分,
105,5m・}になった.
建設作 業の合間 を縫 うように して,基 地内の観測が実施
された.宙 空系の 西オングル島テ レメ トリー基地の保守,
気 水圏系の大気球回収実験等で あった.気 球回収はヘ リコ
プ ター を2機 駆 使 しての難 しいオペ レー シ ョンで あった
が,無 事,実 験 に成功 した.
37次夏隊の メイ ンの観 測計画は地学,生 物 を中心 とし
た露岩域調査であ った.す で に,第 一便 の翌 日,12月17
日には調査隊は リュツォ ・ホルム湾の露 岩域 に早々 と繰 り
出 していた.以 後,ラ ングホ プデ,ス カルブスネス,ス カ
ー レン,画 才ングル島,ま た,プ リンス ・オラフ海岸では
日の出郷,竜 宮岬,新 南 岩の 調査 を終 え,2月22日 の ア
ム ンゼ ン湾 まで,実 に好 天に恵 まれ,夏 期期間中,可 能 な
限 りの最大の行動がで きた,そ の中で もペ ンギ ン調査班の
2名はラングホブデ袋浦で定住 して調査を続けた.彼 らは
調 査期 間中,風 呂にも入れず に,毎ilペ ンギンの糞 と反吐
に まみ れて,56日ぶ りに しらせに もどった.陸 ヒ生物班
は湖底 に生育す る植物 の撮影 と採取 に成功 した.さ らに,
36次隊の越 冬中,ラ ングホ ブデぬ るめ池 の近 くで種f植
物 を確認 した とい う連絡 を受 けていたので.今 夏3度 にわ
た って現地 を調査 した,岩 の割れ 目に ・株のイネ科植物 が
根付いていた.鳥 が種子 を運んだか,人 為的に媒人 された
かが考 えられるが,詳 細 な研 究が待 たれる,.・方,地 学班
は,リ ュツォ ・ホ ルム湾 とプ リンス ・オラフ海岸の沿岸域
で深 さlm,　長 さ180mの トレンチを掘 るなどして氷河地
形,堆 積物,隆 起汀線等の地 形学的調査を実施 した.こ の
地学班にオブザーバー として参加 した 三枝茂君は総合研究
大学院大学の学生 であるが,昭 和基地周辺の調査に学生の
ままで参加 したのはこれが初めてであ った,
2月27日 来航 を開始 する と,復 路 の海洋定点 観測が待
ち受けて いた,ほ ぼ,毎 日3時 間程度船 を停め て各層採
水,　CTD観 測,ネ ッ トサ ンプリング等 を行 うのだが,往
路は天候が悪 く4回 に終 わったが,復 路には13回 も実 施
できた.
37次隊の最後の オペ レー ションは係留 系の回収作業 で
あった.こ れは昨年の1月 に東大の白鳳丸でイン ド洋海域
に沈 めた全長約2000メー トルの係留 ブ イを一・年後に しら
せが復路 に回収するとい う計画であった,3月8日 から4
日間をこの作業 に当てる大 がか りなオペ レー ションとなっ
た.結 果的,一 基は完壁 に回収 され,も う 一基は一部 のガ
ラスブイと流速計がす でに流 出 していたが運 よく回収に成
功 した.世 界的 に見て もこの海域での長期デー タの収集 は
初めての ようで,観 測 隊は もとより,し らせ艦長と乗組 員
の必死の努力が報われた もの と思 ってい る.
ここに37次夏隊の行動 を振 り返 ってみ ると,計 画 され
ていたほとん どの作業,観 測,調 査が実施 され,成 果 も大
いに ヒがった,こ れは観測 隊の努力,協 力の他,し らせの
絶 大なる支援に負 うところが大きか った.加 藤 しらせ艦長
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以下乗組員の暖かい御支援に深 く感謝の意を表 します.
(flV者:第37次南極地域観測隊夏隊長,
国立極地研究所研究系教授)
ドームふ じ観測拠点への長い路
石 沢 賢 二
夏作業が終わればほっと一息
越冬生活は長くて大変ですねとよく言われるが,昭 和基
地の場合,夏期作業が終わればそれ程でもない.と 言うよ
り越冬での作業に較べると夏期作業が数倍大変だし,大忙
しなのである.私 は,これまで南極で3回越冬したが,い
ずれも南極大陸の氷床上にあるみずほ基地やあすか観測拠
点であり,昭和基地で通年越冬 したのは今回がはじめてだ
った.内陸基地は昭和基地と較べて環境が厳 しいので毎 日
の越冬生活は確かに厳 しく,一年もそこで暮らすと何年も
いたかのように長 く感じる.しかし,今回の昭和基地の生
活はあっと言う間に過ぎた印象が強い.昭和基地では 一年
間の越冬生活で使 う全エネルギー(体力だけでなく気遣い
も含めて)の80%を夏に使い,そ の後の越冬生活は残 り
の20%でできると私は感 じた.こ んな訳で今回の越冬生
活は思ったより快適だった.
越冬中最大の仕事 は補給旅行
36次隊全体 と して,越 冬中 の最 大の{1:/t9は,ドー ムふ
じ観測拠点での初越冬を し,氷 床深 くにボー リングをす る
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ことで あ った,そ の ため に9人 の精鋭 が昭和 基 地 か ら
1000kmも離 れた極寒 地で がんばったわ けだが,昭 和基地
での大きな仕事 は,そ こまでの補給 旅行 であ った.ド ーム
ふ じ観測拠点での越冬は36・37次 の2年 間 と当初 よ り計
画 されてお り,32次隊か らそ こで使 う燃料 の輸送が営 々
とな されて きた.今 回 も200本近 くの ドラム缶を補給す る
必要 があ った.
昭和基地の穏 やかな 日々
一・方,昭 和 の越 冬観測 は毎 日整 然 と行 われ てお り,31
人の生活 もす こぶ る順調で,和 気 あいあい と進行 した.過
去の越冬経験 では考え られ ない程,皆 が にこにこ して喧嘩
の一・つ も起 こらない.そ の理由を考えてみる と,昭 和基地
では近年生活設備 が徐 々に改善 され,隊 員が個 人生活 を送
れ る環境 が整ったことが上 げられ よう.こ れ までは1週 間
に2な い し3回 の風呂の順番な どで も 「なんであいつがい
つ も早 く入 るんだ」 とか 「雪 入れの金貝作業 に出て きたた
め しが ない」 など,些 細な ことで ガタガタしてい たのが,
今や風呂は好 きな時間 に毎 日入れ るし,越 冬中の全員作 業
など,次 期隊員の受 け入れの時 に集中 して行 う除雪や荷物
運びだけで,た まに行 う水槽への書入れなどは,運 動不足
解消の楽 しい作 業 となって いるのだ.
補給旅行の前哨戦 はみずほ旅行
ドームふ じ観測拠点 までなるべ く多 くの ドラム缶 を輸送
するため,召 出隊長率 いるみず ほ旅行隊は,5月1Uに 出
発 した.こ の時期の内陸旅行 は,日 増 しに日が短か くな り
ブ リザ ー ドも多いので能率が悪 く楽 しいものではない,し
か し,5月19日,顔 中凍傷の跡 も生々 しく全員無事帰 って
きた.ひ と仕事終えた隊員の顔は充実感 にあふれ,生 き生
きしている.南 極 で仕事 を していて面 白いと思 うこ とは,
自分 たちで 計画 したことを自分た ちの力で実行 し,そ の成
果 が如実に現れる ことである,失 敗 して も成功 して もそ こ
には充実感がある.U本 ではなかなかそ ういうことは体験
で きない,計 画 を立 てる人,汗 をかいて働 く人,分 業制が
きちん と決 まってお り,一 貫 して仕事 をや り通す ことな ど
難 しい ことになった.し か し,南 極では日本で は贅沢 とも
思 える総合的で 人間 らしい仕事がで きるのである,
長期戦 に備 えて食料の準備 や車 内の改造
今回新 たに持 ち込 んだ大型雪.上車 を大陸 に揚げたのは,
海氷が もっ とも強度的 に安定する8月 下旬 だった,
大型雪上車 は 自重llト ンもあ り,気 温が最 も下が るこの
時期で なければ怖 くて海氷 ヒを走行す ることはで きない,
とっつ き岬の タイ ドクラ ックも無:事通過 し,ほ っと胸 をな
で下ろす.大 陸への雪上車の陸揚 げと並行 して,そ の他の
準備 も本格的 に始 まった,ド ームふ じ観測拠1鰭 での往復
には約45日掛 か るだろ うと予想 して,食 糧 や燃料 の準 備
に入った.旅 行1.ilで一番大事なことは,車 両 に トラブルが
起 きない ことである,そ のため,機 械隊員を中心 に して雪
上車の整備 を何 日もか けて行った.私 が自ら手を掛けたの
は,食 堂車 となる大型雪上車 のキャビン内を使い易 く改造
することだった.旅 行中,苦 労で もあ りまた楽 しみである
のは,何 とい って も食事 である,調 理時間を短くしてたっ
ぷ り時間 をかけて快適に食事がで きることが ,長期 間の旅
行が楽 しくなるかつ まらないものになるかの キーポ イン ト
と言 って もいいだ ろう.調 理担当の高橋 さん には,品 数が
多く,しか も温めるだけで食べれて,昭和基地 で食べている
の と同 じようなレーションを作るよ うに頼んだ.そ うした
ら,彼 は連 日奮闘 し,夕食には4品 の惣菜 ,朝食には味噌汁
の具 まで一・日毎の 袋詰めに した食糧 を60日分作 り.ヒげた.
私の改造の第・.一点は,雪.ヒ車内の発電機 を有効 に使って
調理器具 を電化するこ とにあった.電 子 レンジ,電 気ポ ッ
ト,電磁調理器,ホ ッ トプレー ト,電気圧力炊飯器 をまず
セ ッ トした.そ れに,壊 れた電子 ジャーの ヒーター を利用
して電気造水気を作 り ヒげた.普 段走 っているときは雪.ヒ
車の電気 は余 っているのである.こ れ を利用 して雪 を解か
しなが ら走行 し,キ ャンプ地 に着 いた ときには湯気 がでる
ような温水が 満々 とタ ンクに溜 まっているこ とを想定 し
た.こ の案は大成 功で,キ ャンプ地に到 着 してか ら30分
以内に食事 をする ことがで きた.
雪上車の トラ ブルに泣 く
9月下旬,ド ームふ じ観測拠点の隊員が腹痛 を起 こし,現
地では輸 液などの薬品 も不足 していた.そ のため,予 定 よ
りも1週 間程早 かったが,10月9日 に出発することにした,
昭和基地残留隊員の盛大 な見送 りを受 けて,大 型雪 上車3
台,中 型雪上車3台,総 勢9名 の旅行隊員は一路南に向か
った.み ずほ基地 まで は一一度ブ リザー ドで停滞 した もの
の,至 って順調な走 り出 しであったが,そ れを過 ぎるあた
りか らものすごいサ スッルギ帯に遭遇 した.ゆ っくりゆっ
くり低速で タイヤを転が すが,キ ャンプ地に着 くと必ず,
履帯 を止めているボル トが数本折 れているのだ.外 気温 一
40℃での ボル ト交換 は涙が出て くるほ どきつ い作業 であ
る,凍 傷 にな らない ように休憩 を取 りつつ風上に顔 を向け
ない ように・手を動かす.
みずほ基地か ら370km走ったri.継拠点 に到着 して,自
走消費燃料の ドラム缶 を補給 する,満 載の擢を引張 って再
出発 したが,今 度は雪L車 の電気系統 に異常を来 たし,発
電不能 になった,い ろい ろ調べて見る と発電機本体が悪い
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雪上車の修理
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ようだが,予 備はない.寒 冷地で電源が切れるとい うのは
思 った以 上に大変な ことなのである,走 行はで きるが,暖
房が効かない,エ ンジンを自ら始動で きない,無 線が使 え
ないな どである.し かたがないので発電機本体 をバ ラして
● みるとブラシが 異常 磨耗 している.部 品がないので他のブ
ラ シを削 って噛卜田付.けして使 うことに した.
結局,こ の旅ll二期間中,2台 をのぞいたすべての 申:「[1・iに
同 じ故障が起 こった.こ うい う旅行では,何 か しらの トラ
ブルは必ず起 こる,大 事 なことは絶対'にあ きらめないこと
だ.」E規のi';:ll品が無 くとも,何 か使 える ものが ないか必死
になって.考えるのである.実 は,私 は このような創意|:夫
がノく好 きで,南 極に来た ときの最 大の魅力であ り生 き甲斐
で もあ る.
軟雪 に苦 しんでよ うやく到着
ドームふ じ観測拠L.!]:に近づ くにつれて雪面が柔 らか くな
り,雪1v1,/の踏 ん弓}ミりが効かない.特 に中型雪 ヒ軍iよドラ
ム懐1台 を引 くのがやっとである.拠 点到着の2日 前には
どうにも進めな くな り,ド ームふ じ観測拠点か ら大型雪 上
申12台の救援 をお原〔{いす ることになった,約 一年振 りに!Ll
る顔 はなつか しいが,こ んな1[i∫もない大雪面か ら人が忽然
と現れた こと['1体が不思議 に感 じられた.　ll月3日,い
よい よ拠 点に到 着 した.-50°Cの中で裸になって出迎え
て くれ る.し か し,昭 和 基地か ら行 った隊 員は,ド ームふ
じ観測拠 点の連中が皆げ っそ り痩せ こけて,白 髪にな り,
頭 髪は薄 く体 力は衰 えて いるのにはび っ くりした.や は
り,気 圧 が600hPaしか ない薄い空気の中で一年 間暮 らす
ことは,ど れだけ大変なことなのか と思 い知 らされた.そ
の夜の ドーム隊 員の喜びようは想像以 ヒで,と にか く新 し
い人 と話が したか った と,夜 遅 くまで歌声 と話は尽 きなか
った.狭 い ところに約一週間滞 在 して,あ ま り迷惑 を掛け
て も悪 いか ら帰 ります と言 うと,「もう帰 るの,も う.・日
延ば したら1と 何度 も言 い寄 り,出 発の 日には一一キロも離
れた出発地 までよろ よろと駆 けつけ,ち ぎれんばか りにい
つ まで も 「を振 り続けるのであった,我 々は,彼 らの顔が
見 えな くなって何 とな くホ ッとして帰路 に就いた.
(筆者:第36次 南極地域 観測隊越冬副隊長,
国 ㍑極地研究所事業部観測 協力室設営総括係長}
ケ ー シー基 地(豪:66°17'S,llO°32'E)
鬼 頭 研 二
南極における陸生無脊椎動物の多様性 と分布 を解析す る
liJF究の一環 と して,第49次ANARE　 〔オー ス トラリア南
極観測隊)に 参加 して 「ケー シー基地周辺に生息す る陸生
無脊椎動物 の多様性 と生態,及 びそれらに対する人為汚染
物質の影響 に関する研究Clモ任研究 者:国 、ン:極地研究所大
山佳 邦博..tf)1を行 った,基 地 には私 とR,Seppelt博.1:
(AAD　=オ ース トラリア南極局)が 滞 在して研究調査 をお
こない,多 数の植物 ・ヒ壌試料か らダニ類,線 虫類,輪 虫
類,ク マム シ類 を得 るこ とがで きた.研 究結 果は今 後の分
類学 生態学的角芹析 に より明 らかになるので,成 果の程は
後 日あ らためて 報告す ることとし,本 小 文ではケーシー基
地での生活 を中心 に私のANARE体 験 を簡 単に紹介する.
49次隊 はrシヒか ら241.1間遅 れの//成7年Ul.」2611,
Aurola　Australisシ」・カ{故障修理の為川舟ltされた フリーマ ン
トルから南極に向けて出航 した.こ の間,私 は訓練 を兼ね
た タスマニアCradle　Mtn-Lake　St　Clair　1/一+i|立公園での ト
レッキ ング,パ ー スとフリーマ ン トルのIlf内観.光な どの余
録を大いに楽 しんだ.
出航後9日 目の12月5日,雲.・ つ無い)lf空の 中,約1
時間のヘ リコプ ターの旅 を満喫 してケー シー基地 に着 い
た.白 く埋 めJi{くす 大小のicebei'gg.　,　沿岸 に開 く青い海,
どこまで もひろがる 白いWilkes　Landに興 奮 し,露 岩域
の基地 に降 りた った ものの足 はなか なか地 につ か なか っ
た.到 着 したの は48名だったが.48次越 冬隊 からの残留
組6名 と,1月 卜'旬にPelar　Birdり・で到着 した10名 を含
めた総勢64名が49次 隊 としてこの 夏を共に過 ごした:越
冬F家16名(女・1ゾ1三2),夏1;・iヒ48季ノ「〔女ン1ゾ1三7},「;ぢ1[よE|イくカ、ら
の私 を含め,イ ギ リス,フ ランス,ド イツ,ス イス,ア メ
リカ,南 アフリカ連邦か らの隊員が混 じる国際色豊 かな も
のだった.
基地の生活の中心 はRed　Shedと呼 ばれる居住棟 で,食
堂,厨 房,　Wallow　(娯楽 スペー ス),ロ ビ 一ー,バ ー,映 画
室,ビ デ オルーム,図:書室,医 務室,シ ャワー室,洗 濯
乾燥 室な ど とともに,空 調 完備,ベ ッ ド,机,洋 服 ダン
ス,電 話 にコ ンピュー タネ ッ トの端r－付 きの居室(・ 入
用 ・ペア用)が あ った.最 初私はVanと 呼ば れる居住 川
コ ンテナ(2段 ベ ッ ト2組)に 寝 起 き したが,　Vanは ド
アの立て付 けが 悪 く,隙 間か ら降 り込 む雪 が解け て床 に
池 がで きた.札 幌在11iの私 には 夏の 南極 は暖か くて快 適
だったが,　Vanの寒 さは極 地にいるこ とを思 い出 させ た.
幸 い,基 地生活 の後1トはRed　Shedの暖 かい個室 を利 川
でき,朝 晩 インター ネッ トでWww.　asahi.　comのH本語 ニ
ュースを読み,　emailや電話で家族 と連絡 をとるな ど,ど
こかの リゾー トホテ ルにで もいる ような気 分 を味 わ うこ
ともで きた,
基 地の.・Hは7時1トか らの朝 食で始 ま り,各 自の セ ル
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フサ ービスで トー ス トやCerea1を食べ て研究/仕 事 につ
いた.10時 にはSmokoと呼 ばれるお茶の時 間が あ り,ミ
ルクティー と軽 食を食べなが ら30分 くらいの休憩 をとる.
Smokoを朝 食代わ りにす る研 究者 もいたが,他 人 に迷惑
を及 ばさない限 り自己の生活 ス タイルは認 め られていた.
昼 食は12時半か らだったが.基 地 の外 へ出かけ る場合は
サ ン ドイ ッチなどを自分で作 り,昼 食 として持参 した.食
後 はロビーの椅子 に座 り,1時15分 ごろ までテ ィー を飲
み なが ら雑誌 を読 んだ りお しゃべ りをした りす る.大 方の
隊員 は5時 頃には仕事 を終 え,シ ャワーを浴 び,ビ ールや
ワインを飲み,お しゃべ りしなが ら6時 の夕食 を待 ってい
た.夕 食後 は また ミル クテ ィーを飲 みなが ら くつろいだ
り,　Wallowでダー ツ,ビ リヤ ー ド,ピ ンポ ン,ト ラ ンプ
などを楽 しみ,ビ デ オを観 た り,図 書室にあるコンピュー
タの前 に座 ってemailやintemetで時 を過 ご した.バ ーで
はウイスキーtラ ム,ジ ン,そ してVB,　XXXX,　Fosters
な どの ビールに加 え,基 地で造 っているCasey　Beerを楽
しみなが ら11時,12時ごろまで過 ごすのが常だった.
食事 のメニューは非常 に多彩 で,牛,豚,羊 の肉料理,
フラ ンス,イ タリア,中 華風料理 に 日本 そば入 りスープ,
そ して大晦 日のパ ーティーでは海苔巻 まで食べ させ て くれ
た.米 を使 った料理 は週に1,2度 出る し,味 噌,醤 油に
インスタン トラーメンも有 るということで食事 の心配 はま
った くしないで済んだ.食 料 はジュースや アルコール類,
スナ ック菓子類,ア イス クリームな ども含めて大量 に蓄え
られていた.滞 在 中に2度,補 給船 による食料 の搬入 を手
伝 ったが,そ れはそれは驚 く量で,翌 日は腕 がだる くて研
究に支障が でた(年 齢 を痛感!).
隊員達 は仕事 の面で もプ ロフェッシ ョナルだったが,自
由な時間の楽 しみ方 も非常 に上手だった.土 曜 日の午後は
各部 署持 ち回 りでパ ーテ ィーを開き,　Wallowの夜 を遅 く
まで楽 しんだ.夏 至の 日や ボクシング ・デーな どには外 で
クリケ ットを楽 しみ,子 牛の丸焼 きやバーベキューを食べ
た.ク リスマスや大晦 日に盛大なパ ーテ ィーが催 されたの
は もちろんである.そ のほか,気 のあ った仲間で スキー,
Quads　(四駆単車)やHagglunds　(雪上車)で,基 地外 の
四 ヵ所 にあるField　Hutに泊ま りに出かけた.
平 日で も夕食後 の明るい時間はス キーやQuadsで出か
けた り,夕 日に染 まるicebergsを見るボー トツアーに出か
けた りして,私 も南極生活 を存分に楽 しむこ とがで きた.
研 究にjollyにと精 を出 している うちに何時の間 にか南
極 の夏 も終わ りに近づ き,船 着 き場 に氷 が張 り始めた2月
28日,仲 間に見送 られてPolar　Bird号で基地を後 に した.
基地生 活の核Red　Shed:玄関のある中央部 にロビーとWallowがあ り,そ の左翼は吹き抜けの食堂,右 翼には居室 が並 ぶ
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3月711に ホ バ ー ト に 帰 港 し,　AADで の あ わ た だ し い 帰
[IFIi.備を 終 え たll[1,シ ドニ ー 経ll|でオ ー ス トラ リ ア を
出 国 し た.そ し て 翌12Hに は 成 川 経 由 で 札 幌 の 我 が 家 へ
fef,　'II・に 到 着 し,私 の 夢 の つ だ っ た 南 極 探 検 は,1↓{い出 の 中
ヘ ヒ大 切 に し ま わ れ た .
樽 ・三なが ら,文 部 省 「幸1極地域it"i1li]統合 推 進 本ll「1と国 ・1'1極地
研 究 所,そ してANARE関 係 の 皆 様 に深 く感 謝 い た し ます.
働 者:札 幌 医 科・大 学 医 学・部 動 向
第38次南極地域観測隊の冬期総合訓練
第38次 南 極 地 域 嬬!ll隊の 冬 期 総 合 訓 練 は,山 内 恭 隊 長
以 ド隊 員候 補 者 及 び'1事務 局 な ど約70名 が 参 加 し.3月11
[[・15Hま で の5日 間 に わ た り 長 野 県 安 曇f{'の乗 鞍 岳 山
麓 に お い て 行 わ れ た.
こ の 訓 練 は,南 極 に お け る 行 動 及 び 安 全 に 関 す る 理 解 を
}架y),萸a令土山に 才Sしv(e)JI'1;㌃|[1に↑生L'f:t)→i./iイパJレ4芝律」び)
● 習1りを日的 と ㌧た もので,lmを 超す 積㍗ の中でのルー
ト1:作やマ イナス15[℃の㍗ 中 ビバ・一グ調練 な ど,「}∫極で
の長期の観測 業務に携 わるViにと'㌘ごは,不1り'欠な訓練 だ
けに,参 加 した候補 者は,・ 様に真剣に取:瑠1んでいた.
また,こ の訓練は,隊 員候補者が ・同に会する最初の機会
でもあり,観 測隊のチームリ ・ーク作りや懇親も行われた,
＼
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第36次越冬隊員 ・第37次夏隊員帰国
第36次隊越冬隊 員(召lll成文隊 長以 ド40名)ノ吏び第37
次 夏隊員 〔神田,1芋1廻夏隊長以 ド16名)は,3月27日 水任
務 を終 え,金 貝無 事成川空港 に帰 国 した,
空港 には,家 族 ・関係9一多数が1[H迎え,あ ちこちに再会
の 蒔びの輪がで きた.
なお,観 測船 「しらせ1は ・1月121蛉Ill「・朝1こ」(京港晴
海埠頭 に帰1{1した.
南極地域観測功労者表彰式
/{成8ff・:SIS28日,「打極地域 観測 功労 者表彰式が所長
室 で実施 され,第36次 越冬 隊員の永1泉文雄氏 に所長か ら
表彰状 の授 与と記念品U[ej・rlDか贈 られた,
この 表彰は,南 極地域観測'ji・業に功労 のあ'・た極地観測
戦 力で,設 営 を担 当 した隊 員に対 して行 うもので ある,
11で 一秒
平 成8年3月1日 付 け人事異 動
休 職
出[1橿 男(管 理Sl,1;庶務 課 長}
塚
伊 藤
原 田
事務取扱
轟 管Yll部庶務11里長 事務取扱
〔管理 部長 〕
平成8年4月1日 付 け人事異動
転 入
??
?
房`]撲 剖浪
(沼津.[:業高 等 ・、IJT門学 校Ll協1}ll長〕
建 管 理 部 庶 務 課 長
〔東 京[:業 人学 研 ラt協ノJ部ω1.先勝 ノJ課⊥ミ1
?
?
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萩 原 寿 郁 事業部事業課長
(奈良国立文化財研究所庶務部会計課長)
梅 原 克 嗣 管理部庶務課専門職員
(東京大学学生部学生課教養掛長)
江 連 靖 幸 管理部会計課経理係
(総合研究大学院大学総務課)
併任解除
長 坂 悦 朗(管 理部会計課総務係長)
事務取扱免
昇 任 鷲 塚 壽(管 理部庶務課長事務取扱)
長 坂 悦 朗 管理部会計課課長補佐
(管理部会計課専門職員)
若 林 則 子 管理部会計課経理係長
(東京大学理学部・理学系研究科用度掛主
任)
金 丸 敏 眞 管理部会計課用度第二係長
(東京大学農学部附属演習林会計掛主任)
鷹 野 和 夫
福 本 國太郎
川 本
真 取 秀
鈴 木 由喜男
吉 田
吉 岡
劔 持 保
配置換
管理部会計課総務係長
(管理部会計課用度第二係長)
転 出
金沢大学庶務部長
(事業部長)
忠 三重大学事務局付(訓令改正 日 三重大
学 庶務 部研 究協力課 長就任予定)
(事業部事業課長)
明 東京大学教養学部 ・理数科学研究科経
課長(訓 令改正 日 東京大学教養学部
等経理課長就任予定)(管理部会計課課
長補佐)
国立妙高少年自然の家庶務課長
(管理部庶務課課長補佐)
正 東京大学史料編 さん所管理掛長
(管理部会計課経理係長)
博 総合研究大学院大学総務課
(管理部会計課経理係)
行 東京大学薬学部会計掛
(管理部会計課総務係)
(COE非常勤研究員)
採 用
高 橋 一 生 生物学
講演と映画の集い
平成7年度総合研究大学院大学数物科学研究科
極域科学専攻修了者
併 任 氏 名 論 文 題 目
渡 邉 興 亜 北極圏環境研究センター長
吉 岡 博 管理部庶務課共同利用係
(総合研究大学院大学総務課)
備考:北極圏環境研究センター長は任期満了
(平成8年3月31日)
五十嵐 誠 スバールバル諸島亜極地型氷河における
堆積環境示標シグナルの特性に関する研
究
安 田 道 恵 極域海洋におけるバクテリア群集の増殖
一研究方法の確立と海氷域への応用一
一8一
コ
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中 井 睦 美 磁気履歴特性の異方性についての岩石磁
気学的研究
平成8年度総合研究大学院大学数物科学研究科
極域科学専攻入学者
氏 名 教育研究 ・指導分野
4月 に入っても,天 候がはっ きりせず に曇 りの日や雪の
nが 多かった.ブ リザー ドに4回 も見舞われ,16日には4
月として第2位 となる瞬間最大風速49.3m/sを記録 した,
この ことによ り,基 地内のあちこちに大 きな吹 きだ まり
がで き,除 雪作業が頻繁に行われた.
生活関連の活動では,ス ライ ド大会がおこなわれ,オ ー
ロラ写真の美 しさに奮起 された隊員 も多かった様であ る.
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
極 域 水 圏
極域電磁圏
極 域 水 圏
極 域 陸 圏
極 域 陸 圏
極 域 水 圏
観測隊だより
昭和基地
3月に入 り作業の後かたづけ,屋 外物品整理等越冬準備
が慌ただ しく行 われた,屋 外作 業が・・段落 した4Hに2度
目のブ リザー ドに見舞われたが,後 かたづけが終わった後
の ことであ り大変 ラ ッキーであ った.
倉庫棟 の保管棚 等の完成によ り,屋 内 に仮置 き してあ っ
た物品や食料品を倉庫棟保管棚 に移 し越 冬体制 を整えた,
観測,生 活関連の活動が活発に始 まり,島 内遠足,居 住棟
対抗のスポーツ大 会,誕 生H会 等が和やかに行われた.
野外行動では,気 温が低めで雪の 日が 多 くす っきりしな
い月であったが,下 旬にはこれか らの調査に備 えて氷上偵
察 やルー ト工作 が始 まった,
ドームふ じ観測拠 点
3月 に はい り太 陽高 度 の低下 と共 に気温 も低 下 し始
め,-67.4°Cを記録 した.こ の気温『卜'では,吐 息が ダイ
ヤモ ン ドダス ト化 しボール状の霜の発生などの現象を見せ
てい た,
掘削作 業は4日 か ら本格的な掘削体制に入 り,初 期 トラ
ブルを解決 しなが ら次第にペースをつか み始 めた.
14日に,7∞mを 超 えわが国の氷床掘削と しては未知の
深 さに入 った.
コアの現場解析 も順調 に経過 し,ク ラスレー トハ イ ドト
ー ト,火 山灰層 を確認 した.
その他の観測及び設備関係 も順調 に経過 した.
太陽 は,4月27日 北 の地平 線 にわずか な姿 を見せ たの
を最後 に姿 を消 し長い極夜 に入った.
コア解析 も順調に経過 し,深 さ632mのコアか ら火山起
源の電気伝導度が,ド ームふ じ観測拠点での コアとしての
最大級の値 を検出 した,
観測及 び設営 関係 も順 調に経過 し,生 物 医学 では24時
間採血検 査を実施 した.血 液の凝縮傾向は改善す るも全員
に尿酸値の上昇が認め られたが,健 康状態 に異常は認め ら
れて いない,
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
'F均気 温(Mean　 temp.)　(°C)
最ll'li気温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
'ド均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure
,
　 sea　leveD　(hPa)
'r－均 蒸 気 圧 〔Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
1恨」相 対 湿 度 〔Mean　relative
　 humidity)　(%)
'r均風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間'ド均(Max.
　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
∫tl・k瞬間 風 速(Gust}　 (m/s}
'r均雪 吊:　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 ‖11川敷 〔Number　of　clear　days)
昭和基地
(Syowa'89532>
3月　 (March)
-7 .1
0.0(27日)
-19.4(20日)
981.9
2.7
71
8.0
25.6(5日.ENE)
30.5(5日.ENE}
8.5
1
4月(April)
-ll ,2
-1 .3(4日)
-29 .7(19日)
984,4
2.1
71
ドームふじ観測拠点
3Jj　(March)
-57 .2
-4L5〔5日)
-67 .4(27日)
595.7
4月(April)
-61 .8
-47 ,1(22日)
-71 .6(14日)
595.1
8.15.65.9
36,0(1611.ENE}9.4C20H,ESE)12.1(20日,　 ESE}
43,9(16H.ENE)
8.4
1
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10.0〔20日,ESE)
3.2
14
13.8(20H.ESE)
3,0
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【極地豆辞典】
南極の隆起海岸地形と貝化石
海に生息する貝は,海 が退いた り陸が隆起す ると生育
で きないが,化 イー iとな って陸化 した土地に残 される こと
がある.東 西オ ングル島 をは じめ とする宗谷海岸の露岩
か らも,そ の ような貝化石が第1次 観測隊以来報告 され
て きた,写 真は,ラ ングホ トルブデ北 部の地表面 に露出
した貝化 石であ る.この中 にた くさん見 られ る白い丸い
ものが,　Laternula　elliptieaとい う貝 で和 名をナ ンキ ョ
クソ トオリガイとい う.こ の貝は,現 在の海では海面下
約10mよ り深い場所の砂の中で生息す るとされ てお り,
'tj:真の貝化石は陸化後に瓜 や流水な どで表層物質が浸食
されて地表面 に露出 した もの と考え られる.こ の ような
只化石が発見 される場所では,海 岸か ら次第に高 くなる
ステ ップ状の地形が しば しば認め られる.・ つ 一つの ス
テ ップの地形は,過 去の海岸線 を示す と考え られる.
の地形 を掘削 し堆 積構造を観察する と,貝 化石 を含む数
層準の地層が 各ステ ップに対応 して認 め られる,
それでは,な ぜ この ような地形 や貝化石の地層が形成
されたのであろ うか?極 域 に存在する氷床が拡 大する と,
海か ら蒸発 した水分は長期 にわたって1:陸に とどまる こ
とにな り,海 水の量が減って海面は低 くなる.逆 に氷床
が縮.小する と,そ れ まで陸.ヒに とどめ られていた水分は
海 にも戻 り海|rliは高 くなる.ま た地殻 変動 に よって陸地
が上昇すれば,海 面の高 さは低 ドした ように見える(相
対的 な海面 低 ド),特に,過 去 に厚 い氷床に 覆われてい
s .・こ隻
た高緯 度地域 の海岸は氷床の重 みか ら解き放 たれて隆起
したので,か つての海岸線 が隆起海 岸1也形 として陸 ヒに
残 されている.こ こ数 ト万 年以降の 第四紀 中 一後期 とい
う時 代に形 成 された.世界中の隆起海岸地.形は,こ の よう
な海面 の高 さの変化 と地域 ご との地殻の変動 とい う2つ
の要 素の重な り合いに よって形成 され,そ れぞれの変化
の様・.∫・の組み 合わせ の迎 いによって様 々な形態 の違いを
見せ ている.南 極 の海 岸に見られるステップ状 の地形 や
貝化石 を含む地層 も,第 四紀,特 に後期の この ような海
面変化 や地殻 変動が原[月とな って形成 されたのである.
貝化 石の放射性 炭素年代 を測定す ることによって,貝
が生息 していた年代を知ることが 可能である.こ のよ う
に して得 られる貝化石 の年代 とそれ を含む地層に よって
構成 され る地形 の特徴 を詳細 に観察 す るこ とによって,
第四紀 後期のお およそ の海水面の高 さやその地域 の地殻
隆起 の時 間的変化 の様 ∫・を知 ることがで きる.ま た,極
域 における乱 されてい ない隆起海岸地形や破壊 されてい
ない貝化石の存 在は,そ の地形や地層の形 成後 に氷河や
氷床が その場所 まで拡 大 しなか った ことを意味 し,氷 床
の挙動 を示す 間接 的な手がか りに もなる,
この ように,極 域 に見られる隆起海 岸地形や貝化石は,
第四紀の地球の歴 史を物語 るとい う点で 重要 な意味 を持
ってい る.nの 前に見 える地形や地層はあた りまえの よ
うに存 在 してい るが,人 間 によって.度 破壊 され ると,
その貴重 な情報 を二度 とひ きだす こ とがで きな くなる,
したが って,そ れ らは生物 とな らぶ地球の重 要な財 産の
ひとつであ るといえる,
:"t';:'声 「一.t
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